




















































春　　　　季 夏　　　　季 秋　　　　　季 冬　　　　　季
昭和56年5月13，14日昭和56年7月23，24日昭和56年9月17，18日昭和56年11月11，12日
地 地　　温 水銀濃度 地　　温 水銀濃度 地　　温 水銀濃度 地　　温 水銀濃度
点 （℃） （ng／m3） （℃） （ng／m3） （℃） （ng／m3） （℃） （ng／m3）
A 13．8 ll8 24．2 1，400@760 22．0 180 7．0 19
B 一 一 23．2 ll 17．7 き 一 2
C 13．3 器 23．2 ll 16．8 15 一 〈2

















2 ．．・・’‘@　　　　A 2．20 3．49 1．21 0，732 1．91‘、しつ
@　　赤崎山　　　　物
深沢 B 0，139 0，089 0，057 0，059 0，086γ C 0，116 0，167 0，115 0，024 0，106Vノ
























地 設置位置 春　　　　季 夏　　　　季 秋　　　　季 冬　　　　季
昭和56年 昭和56年 昭和56年 昭和56年 平　均　値
点 地上（m） 5月13日～20日7月23日～31日9月17日～24日11月11日～19日
0．2 0，026 0，059 0，081 0，041 0，052A
1．5 0，013 0，029 0，038 0，052 0，033
B 1．5 0，009 0，011 0，067 0，016 0，026
C 1．5 0，009 0，014 0，042 0，028 0，023





が見られた． 地 夏　季 秋季 冬　季
大気中水銀の相対濃度測定結果の季節変動を見ると， 昭和56年 昭和56年 昭和56年 平均値
土壌空気で高値を示した夏季には高値を示さず，A 点 7月23日～31日9月18日～24日11月11日～19日
（0．2m），　B，C地点では秋季に，　A（1．5m）地点では冬A 0，029 0，018 0，027 0，025
期に最高値を示した．この原因は，これだけの調査では B 0，016 0，038 0，019 0，024
知る由もないが，いずれにしてもA地点で水銀の揮散
ｪ大気中水銀濃度に重大な影響を及ぼしているとは考え C 一 ｝ 0，029
（0．029）





春　　　　季 夏　　　　季 秋　　　　季 冬　　　　季
昭和56年5月13，14日昭和56年7月23，24日昭和56年9月17，18日昭和56年11月11，12日
気　　温 水銀濃度 気　　温 水銀濃度 気　　温 水銀濃度 気　　温 水銀濃度
（℃） （ng／m3） （℃） （ng／m3） （℃） （ng／m3） （℃） （ng／m3）
7 8 3A 20．5 28．5 20．0 8 7．29 11 9
B 一 一 25．7 5 23．0 3 一 3
C 22．2 10 25．3 3 22．5 13 一 2









































） 点　名 絶対濃度@（ng／m3） 相対濃度i金箔法ng／cm2・印
巡 0 青海町役場 6，7．5 ㌘ 0，104
A みやばな町 6．8 7 0，041
Fig．3　青海地区測定地点
測定地点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B 工　場　裏 5．12 8．5 0，222
A－2：みやばな町　　E：清水倉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E
清　水　倉 3．5 4 0，022
B－1：工場裏　　　　0：青海町役場
サンプリング 昭和56年P0月27日～29日
昭和56年
P0月27日～4日
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Fig．4　佐渡地区測定地点
No．7　1982　　　　　　　　　　　　　　　　Bul1．　E．　P．　C．　Lab．，　Niigata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25
3．3佐渡地区　　　　　　　　　　　　　　　　　　青海地区での相対濃度測定では地域差が認められた
Fig．4には佐渡地区における調査地点を示した．　A，　B　　が，絶対濃度測定では差は認められなかった．また，佐
地点は両津市にある両津火力発電所（ジーゼル発電）周　　渡地区で大気中水銀の測定を行い3ng／m3という値が得
辺，C地点は畑野町小倉峠付近であり，対照地点である．　　られた．
3地点とも大気中水銀の絶対濃度測定のみである．サン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参　考　文　献プリングは10月13，14日に行った．
得られた値はA，B，C地点とも3ng／m3であった．1　　1）水島好夫，田村良三，平野　譲，南　忠員，三屋
回限りの測定結果ではあるが火力発電所の影響はないも　　　　彰：新潟公害研報告，6，7（1981）．
のと思われる．また，得られた値は離島における水銀の　　2）田村良三，平野　譲，福崎紀夫，水島好夫，三屋　彰，
測定値として，秋季のみのデータではあるが貴重な値と　　　　大科達夫：新潟公害研報告，6，13（1981）．
思われる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）及川紀久雄，河辺安男，滝沢行雄，鎌田政明，中川
、　　　　　　　　　　　　　　　　　良三，大八木義彦　：日本公衛誌，23，659（1976）．
4．　ま　　と　　め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）藤井正美：日本公衛誌，23，501（1976）．
鹿瀬地区，青海地区，佐渡地区で調査を行ない，鹿瀬　　5）加藤龍夫，中川良三：横浜国立大学環境科学セン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r
地区のスラッジ堆積場土壌空気中には高濃度の水銀が含　　　　ター紀要，6，39（1980），
まれ，またその濃度は夏季をピークとする季節変動が見　　6）中川良三：1981年度日本地球化学会講演要旨集，
られた．また，この堆積場からわずかではあるが水銀が　　　p．304（1981）．
揮散するものと考えられたが，その大気中の水銀濃度に　　7）松本光弘，市川　博，市村國俊，上田栄治，板野龍
影響を及ぼす程ではなく，大気中水銀濃度の季節変動は　　　光：全国公害研報告誌，7，27（1982）．
夏季にはピークを示さなかった．
